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月号８

芦北町消防団が６年ぶりに優勝
第 30回熊本県消防操法大会（ポンプ車の部）

11 月８日開催の全国大会（東京都）出場決定
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　水俣芦北広域消防本部の通信・無線機器
の入れ替えに伴い、9 月１日から毎月１日
の午後１時に試験放送を行います。試験放
送が聞こえなかったり聞こえづらかったり
した場合は、役場総務課までご連絡くださ
い。
＊問い合わせ先
　総務課　防災交通係
　☎（８２）２５１１（内線２１８）

広報あしきた　８月号 大相撲芦北場所開催

　平成 26 年冬巡業で大相撲が芦北に
やってきます。チケットのお申し込みは
大相撲芦北場所実行委員会まで。

◆日時　11 月 30 日（日）午前８時開場
◆場所　しろやまスカイドーム

＊問い合わせ先
　大相撲芦北場所実行委員会
　☎０９０（６６３７）３６１１
　FAX ０９６８（２６）５３４５

熊本県操法大会での機動
分団ポンプ車操法競技の
様子。スピード感あふれ
る素晴らしい操法を披露
し、優勝旗を勝ち取りま
した。11 月に行われる
全国大会での活躍が期待
されます。

毎月１日午後１時から
防災行政無線の試験放送を実施

全国大会に臨むにあたり、熊本

県代表としての誇りと、支えて

くれる仲間や職場、家族やすべ

ての人たちへの感謝の気持ちを

決して忘れず栄光を目指し、全

力で戦ってまいります。

　　　　指揮者　大田修久

　

第
30
回
熊
本
県
消
防
操
法
大
会
が
８
月

３
日
、
人
吉
市
の
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で
行

わ
れ
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
機
動
分
団
（
上

野
晃
祐
分
団
長
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
機

動
分
団
は
11
月
８
日
に
東
京
臨
海
広
域
防

災
公
園
で
行
わ
れ
る
第
24
回
全
国
消
防
操

法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
に
は
各
郡
市
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
消
防
団
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
26
チ
ー

ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
15
チ
ー
ム
）
が
出
場

し
、
速
さ
、
正
確
性
、
規
律
の
正
し
さ
を

競
い
ま
し
た
。
芦
北
町
か
ら
は
、
葦
北
郡

代
表
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第
７
分

団
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
機
動
分
団
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
競
技
順
１
番
と
い

う
張
り
つ
め
た
空
気
の
な
か
操
法
を
披
露

し
た
第
７
分
団
。
ホ
ー
ス
を
真
っ
す
ぐ
に

延
ば
し
見
事
な
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
出
場
し
た
機
動
分
団
は
、
厳
正

な
規
律
と
圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
火
点
の

標
的
を
倒
し
、
見
事
に
優
勝
を
決
め
ま
し

た
。

　

芦
北
町
消
防
団
の
県
大
会
で
の
優
勝
は

６
年
ぶ
り
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
合
併

前
の
２
０
０
２
年
、
旧
田
浦
町
機
動
分
団

以
来
12
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

全国大会出場決意表明機動分団出場団員
（敬称略）
指揮者　大田　修久
１番員　池田　高太
２番員　笠本　尚志
３番員　前川　明宏
４番員　  釡　  千秋
補欠員　山本　翔太

県ナンバー 1の郷土を守る消防団　
熊本県消防操法大会優勝おめでとう

人 口　　　１８，８６４人　  （ー２７）

男 　　　　８，８６９人　  （−１２）

女 　　　　９，９９５人　  （−１５）

65 歳以上　　　　７，１７５人　  （＋　５）

世 帯 数　　　　７，４９９世帯  （−　５）

人口のうごき（H26.８.１現在）　（　）内は前月比
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旧
白
木
小
が
生
ま
れ
変
わ
る

ア
ク
ア
ピ
ア
熊
本
工
場
が
落
成

　

旧
白
木
小
で
行
わ
れ
て
い
た
ア
ク
ア
ピ

ア
熊
本
工
場
新
設
工
事
が
終
わ
り
、
７
月

31
日
、
現
地
で
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
関
係
者
約
50
人
が
出
席
し
、

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
ア
ク
ア
ピ
ア
の
親

会
社
「
あ
さ
み
や
」
グ
ル
ー
プ
の
田
中
綜

治
代
表
取
締
役
は
「
グ
ル
ー
プ
で
21
番

目
、
九
州
で
５
番
目
の
工
場
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
地
で
い
ろ
い
ろ
な
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

地
元
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
竹
﨑

町
長
は
「
働
く
場
の
誘
致
確
保
が
最
大
の

課
題
で
し
た
。
こ
の
旧
白
木
小
へ
の
進
出

は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

工
場
は
総
工
費
約
５
億
円
で
体
育
館
を

改
修
し
て
製
氷
装
置
を
設
置
し
、
校
庭
に

冷
凍
倉
庫
が
新
築
さ
れ
、８
月
か
ら
稼
働

を
始
め
ま
し
た
。年
間
売
上
げ
は
４
億
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。従
業
員
は
現
在
６
人
で

う
ち
５
人
が
地
元
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。今

後
製
造
量
が
増
え
れ
ば
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従

業
員
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

工
場
長
の
松
崎
博
文
さ
ん
（
米
田
）
は

「
地
元
の
企
業
と
し
て
新
た
に
進
出
で
き

て
う
れ
し
い
。
従
業
員
全
員
や
る
気
を
持

っ
て
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

広
が
る
支
援
　
―
熊
本
市
の
浜
田
俊
教
さ
ん

カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
に
１
０
０
万
円
寄
附

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
を
支
援
し
よ
う

と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
役
員
の
浜
田
俊

教
さ
ん
（
熊
本
市
）
が
７
月
22
日
、
芦
北

町
役
場
を
訪
れ
、
芦
北
町
国
際
交
流
協
会

に
１
０
０
万
円
を
寄
附
し
ま
し
た
。
浜
田

さ
ん
は
、
６
月
に
50
万
円
が
匿
名
で
寄
附

さ
れ
た
こ
と
を
新
聞
報
道
で
知
り
、「
自

分
に
も
出
来
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
寄
附

を
申
し
出
ま
し
た
。
同
日
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
浜
田
さ
ん
は
「
今
回
だ
け
で
な
く
今

後
も
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
協
会
長
の
竹
﨑

町
長
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
成
長
に
よ

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

北
川
環
境
副
大
臣
が
来
町

「
塩
む
す
び
館
」
を
視
察

　

７
月
８
日
に
、
北
川
知
克
環
境
副
大
臣

が
環
境
省
の
補
助
金
を
活
用
し
て
作
ら
れ

た
御
立
岬
公
園
の
「
塩
む
す
び
館
」
を
訪

れ
ま
し
た
。
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー

廃
熱
を
利
用
し
て
塩
が
作
ら
れ
る
過
程

や
、
温
泉
水
を
砂
に
撒
い
て
塩
を
作
る
昔

な
が
ら
の
揚
げ
浜
式
製
塩
法
な
ど
を
視

察
。
北
川
副
大
臣
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

製
塩
方
法
や
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
岬
の
御
塩

に
興
味
津
々
の
様
子
で
「
補
助
金
を
有
効

に
使
い
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
施
設
を

作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

り
建
設
資
材
が
高
騰
し
、
５
校
目
の
建
設

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

高
額
の
寄
附
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
附
で
建
設
募
金
の
総
額
は
約

６
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
同
協
会
で

は
平
成
27
年
度
中
で
の
５
校
目
建
設
を
目

指
し
て
お
り
、
今
回
の
寄
附
は
そ
の
大
き

な
弾
み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
４
校

と
同
規
模
の
校
舎
（
１
棟
５
教
室
）
の
場

合
、
約
９
０
０
万
円
程
度
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
す
。

アクアピア熊本工場従業員の皆さん

第
45
回

日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会

【
期
日
】
８
月
２
日
〜
３
日

【
会
場
】
大
阪
舞
洲
球
場

寺川翔
しょうと

飛くん
（湯浦中 2 年・宮崎）

第
15
回
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ

鶴
岡
一
人
記
念
大
会

【
期
日
】
８
月
22
日
〜
23
日

【
会
場
】
別
府
市
民
球
場

寺川鈴
り ん か

華さん
（湯浦小６年・宮崎）

第
15
回
全
国
小
学
生

Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
期
日
】
８
月
15
日
〜
17
日

【
会
場
】
八
代
市
総
合
体
育
館

地方陸
り く と

人くん
（内野小６年・米田）

工場で製造される製品

田中代表取締役竹﨑町長寺本町議会議長の発声で３本締め

塩づくりの様子を見る北川副大臣
（写真左から３人目）

芦北ひまわり第４学校（2009 年 12 月贈呈）

竹﨑町長に寄附金を手渡す浜田俊教さん
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27
日
に
は
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

葦北鉄砲隊創隊10周年記念事業
全国火縄銃サミット９月27日㈯・28日㈰開催！

現代の武
もののふ

士たちが芦北に集結

　

平
成
21
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
葦
北
鉄
砲
隊
創
隊
５
周
年
記
念
事
業
全
国
火
縄
銃

サ
ミ
ッ
ト
」。
全
国
各
地
か
ら
鉄
砲
隊
が
集
い
演
武
大
会
が
行
わ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

全
国
初
と
な
る
総
勢
２
０
０
人
に
よ
る
火
縄
銃
一
斉
射
撃
は
観
客
に
驚
き
と
感
動
を
与

え
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
９
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
、
葦
北
鉄
砲
隊
創
隊
10
周
年
を
記
念

し
、
前
回
よ
り
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
「
全
国
火
縄
銃
サ
ミ
ッ
ト
」
が
し
ろ
や

ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
と
御
立
岬
海
水
浴
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

江戸幕府鉄砲組百人隊（９月 23 日）
　東京で行われた「江戸幕府鉄砲組
百人隊出陣の義」に出演。写真は一
斉射撃の瞬間。

英国派遣（７月 28 日〜８月６日）
　イギリス・リーズ市の王立武器博
物館に招かれ、演武を披露。ロンド
ン塔でも演武。

国民文化祭（11 月３日）
　山口県で開催された国民文化祭に
て演武。写真はオープニングパレー
ドのようす。

韓国遠征（10 月 23 日）
　京畿道実学博物館館長に招かれ、
博物館の開館を記念し演武。韓国演
武団とも交流。

あしきた親善大使任命（４月 27 日）
　芦北町の魅力や情報などをＰＲす
る「あしきた親善大使」に任命。「え
みりィ―」さんに続き２号目。

ねんりんピック（10 月 15 日）
　熊本で開催されたねんりんピック
2011 の開会式典で、常陸宮殿下の
前で演武披露。

くまもと県民文化賞受賞（２月28日）
　伝統文化の保存継承と地域の活性
化に貢献したことが認められ、創隊
９年目という異例の早さでの受賞。

水俣条約外交会議（10 月 10 日）
　熊本城で開催された歓迎レセプ
ションで祝砲を放ち、世界各国の要
人をもてなしました。

ハワイ遠征（11 月 21 日〜 27 日）
　ホノルル国際空手道選手権大会で演
武。現地邦字新聞が「真珠湾攻撃以来初
の公衆の面前での武器使用」と報じる。

　葦北には、寛永年間中頃（1630 年代）から明治３年まで葦北郡内の
要所の警備にあたっていた「葦

あしきたおごおりづつ

北御郡筒」が存在しました。葦北鉄砲隊は、
240 年の長きにわたり葦北を守っていた鉄砲隊の伝統文化の継承と火縄
銃砲術の技術を現代に体現するべく平成 15（2003）年 10 月に町民有
志により創隊されました。以後、「情熱と献身」を隊のスローガンに掲げ、
町内外で年間約 50 回の演武を披露しています。

葦北鉄砲隊

 10 年のあゆみ

2005 2006 2007

2009 2011 2011

2012 2013 2013

葦
北
鉄
砲
隊
　

平
江
大
八
隊
長
の
コ
メ
ン
ト

　

今
回
の
全
国
火
縄
銃
サ
ミ
ッ
ト

の
大
き
な
見
所
は
サ
ミ
ッ
ト
の
最

後
に
行
う
日
本
最
大
の
一
斉
射
撃

で
す
。
芦
北
で
し
か
見
ら
れ
ま
せ

ん
し
、
２
度
と
行
わ
れ
る
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
、
各
地

か
ら
来
ら
れ
た
鉄
砲
隊
は
、
そ
の

地
域
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
参
加
し

て
い
ま
す
。
各
地
の
鉄
砲
隊
の
装

束
や
織
旗
な
ど
を
見
ら
れ
る
の
も

面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
侍

の
文
化
「
武
士
道
」
の
精
神
で
今

回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
臨
み
、
本
物
の

鉄
砲
隊
の
迫
力
あ
る
演
武
を
披
露

し
、
誇
り
を
も
っ
て
故
郷
芦
北
の

文
化
を
世
界
に
発
信
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

前
回
、
全
国
初
と
な
る
総
勢
２
０
０
人
に

よ
る
火
縄
銃
の
一
斉
射
撃
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
そ
れ
よ
り
も
多
い
３
０
０
人

で
の
一
斉
射
撃
を
行
い
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

へ
の
登
録
を
目
指
し
ま
す
。
天
草
・
島
原
の

乱
に
お
け
る
原
城
総
攻
撃
へ
幕
府
命
令
に
よ

り
出
陣
し
た
葦
北
の
鉄
砲
衆
は
約
２
０
０

人
。
そ
の
戦
力
を
上
回
る
人
数
で
一
斉
射
撃

に
挑
み
ま
す
。
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
認
定
の
瞬

間
を
目
撃
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

　

会
場
の
御
立
岬
海
水
浴
場
に
は
、
水
俣
・

芦
北
地
域
の
特
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
や
飲
食

ブ
ー
ス
、
甲
冑
の
試
着
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
設
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
鉄
砲
隊
の
演

武
の
合
間
に
は
、
全
国
各
地
の
鉄
砲
隊
が

持
っ
て
き
た
「
お
土
産
」
が
当
た
る
抽
選
会

も
行
わ
れ
ま
す
。

総
勢
３
０
０
人
の
一
斉
射
撃
を

　
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
申
請
！

特
産
品
販
売
や
抽
選
会
も
開
催

前回の全国火縄銃サミットのフィナーレ 200 人一斉射撃

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
北
は
山
形
県
か

ら
南
は
鹿
児
島
県
種
子
島
ま
で
、
全
国
各
地

の
鉄
砲
隊
約
30
団
体
が
参
加
予
定
で
す
。
28

日
に
御
立
岬
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
る
演
武
大

会
で
は
各
団
体
が
順
に
火
縄
銃
演
武
を
披
露

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
砲
術
の
流
派

が
違
い
、
火
縄
銃
を
打
つ
作
法
が
異
な
り
ま

す
。
甲
冑
な
ど
の
衣
装
が
違
う
の
も
楽
し
め

る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

全
国
最
大
規
模
の

　
火
縄
銃
演
武
大
会
再
び

　

演
武
大
会
前
日
の
27
日
に
は
、
し
ろ
や
ま

ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
す
。
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
熊

本
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
と
少
女
舞
踊
団

「
ザ
・
わ
ら
べ
」
の
舞
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
俳
優
で
葦
北
鉄
砲
隊
名
誉
隊
員
の

藤
岡
弘
、さ
ん
と
堺
鉄
砲
研
究
会
代
表
で「
開

運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の
鑑
定
士
と
し
て

お
な
じ
み
の
澤
田
平
さ
ん
、
漫
画
家
で
葦
北

鉄
砲
隊
特
別
隊
員
の
村
枝
賢
一
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演
「
火
縄
銃
が
現
代
に
与
え
た
影
響

（
仮
称
）」
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

27
日
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
28
日
の
演

武
大
会
と
も
に
入
場
無
料
で
す
。
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イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
か
ら
農
地
を
守
ろ
う
④

正
し
い
電
気
柵
の
設
置
で

農
作
物
を
守
る
　

　

芦
北
町
で
は
電
気
柵
な
ど
の
侵
入
防
止

柵
設
置
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
（
広

報
あ
し
き
た
５
月
号
掲
載
）。し
か
し
、「
電

気
柵
を
設
置
し
て
も
イ
ノ
シ
シ
が
農
地
に

入
っ
て
来
る
」と
の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

侵
入
さ
れ
る
原
因
に
設
置
方
法
の
不
備
が

挙
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い

設
置
方
法
と
管
理
を
す
る
こ
と
で
高
い
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
号
は
正
し
い
電
気
柵
の
設
置
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

絶
対
に
入
ら
せ
な
い

　

イ
ノ
シ
シ
は
、
１
度
入
っ
た
水
田
・
畑

は
安
全
と
考
え
て
電
気
が
通
っ
て
い
て
も

侵
入
し
て
き
ま
す
。
最
初
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
他
に
も

収
穫
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
果
樹
は
伐
採

す
る
な
ど
イ
ノ
シ
シ
が
集
落
に
来
に
く
い

対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

農
政
係　

　

☎（
８
２
）２
５
１
１（
内
線
２
７
５
）

▲ 棒 に 20、40cm の 所 に 印 を
付けておくと簡単に計れます

◀
イ
ノ
シ
シ
が
侵
入
し
て
く
る

向
き
に
電
線
を
設
置
し
ま
す

▲電圧テスターで確認。写真
は 5,900V の電圧が表示され
ています

夜出力にしておくと朝方イノシシに
入られる危険があります

◀すみかとな
らないよう茂
みなどは除去
しましょう

▲
こ
れ
で
は
電
気
が
流
れ
て
い
て

も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場

合
は
端
の
２
列
は
苗
を
植
え
ず
、

更
に
柵
を
内
側
に
設
置
し
ま
す

イノシシは鼻が電線に触れない
と感電しません。鼻の高さであ
る 20 ｃｍと 40 ｃｍの箇所に
電線を張りましょう。

支柱より内側に電線があるとイノ
シシが支柱に触れることができ、
簡単に倒されてしまいます。外側
に張ることで強度が上がります。

電線は必ず支柱より外側に電気柵の高さは地面から
20cm と 40cm

コンクリートそばは注意

電気は 24 時間通電が基本

イノシシが入ったら原因を追及

周辺の管理を徹底する

見回り、電気柵周辺の草刈りを行う

イノシシは鼻先で電線に触れ、つま先に
電気が流れてはじめて感電します。感電
するには 3,500V 以上の電圧が必要と言
われています。コンクリートやアスファ
ルトの上では 3,500V には達しません。
最低でもイノシシの前足２本が土に着け
るスペースを確保しておいてください。

機械によっては夜間のみ通電でき
るものがあります。しかし、夜間
のみにすると明るくなる午前５時
頃に電気が切れます。電気が切れ
てからイノシシが電柵内に入って
いる報告もあります。24 時間通
電は近所の人に迷惑と思う人は毎
朝確認して電気を切るようにする
などの対策が必要です。

電線に木の枝や草が触れていれば放電
し、電圧が下がってしまいます。柵の周
辺を歩いて確認し、電圧もチェック。人
が電柵の周囲を回り、人の匂いを付ける
ことでイノシシは近寄らなくなります。

周辺に耕作放棄地や茂みがあるとイ
ノシシの住み着く場所となります。

入られたのには原因があります。
「どうして入ったのか」原因を究明し、

対策を行ってください。

砂
上
の
熱
戦

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ｉ
ｎ
く
ま
も
と

　

第
27
回
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ｉ
ｎ
く
ま
も
と

が
７
月
５
日
、
６
日
の
両
日
鶴
ヶ
浜
海
水

浴
場
と
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ビ
ー
チ
で
行
わ

れ
、
県
内
外
の
３
１
１
チ
ー
ム
１
１
３
０

人
が
砂
浜
の
コ
ー
ト
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
男
子
４
人
制
に
出

場
し
た
「
Ｙ
２
Ｍ
２
」
チ
ー
ム
が
準
決
勝

ま
で
進
み
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

各
種
歯
科
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
の
歯
の
健

康
を
守
る
た
め
に
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
中

学
校
で
各
種
歯
科
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
で
は
、

保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
正
し
い
歯
み
が
き

講
習
会
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も

の
時
か
ら
正
し
い
歯
み
が
き
の
習
慣
を
身
に

付
け
た
り
、
フ
ッ
化
物
洗
口
で
歯
を
強
く
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

お
子
さ
ん
が
き
ち
ん
と
歯
み
が
き
が
で
き
て

い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

むし歯予防教室（大野保育所）
　紙芝居「３びきのくまモン」で歯みがき
やフッ化物うがいの大切さを学びます。

歯科保健指導（佐敷中学校）
　歯科医師から歯や口腔の健康に関する講
義を受けました。

歯科保健指導（吉尾小学校）
　歯みがきの後に、歯垢を赤く染める液を
使い、しっかり磨けているかをチェック。

成績（町内関係のみ・敬称略）
【男子４人制】　
　３位　Y ２M ２
　　　　　木福翔吾（白木）
　　　　　木福貴紀（白木）
　　　　　松下祐樹（西告）
　　　　　山口尚太（津奈木町）
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芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
史
跡

昭
和
53
年
１
月
30
日
指
定

39  
　　

お
盆
に
は
、
多
く
の
方
が
お
墓
参
り
に
行

か
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
お
墓
も
あ
り
ま
す
。
今
回
紹
介

す
る
檜ひ

の
く
ま前
家
の
お
墓
で
す
。
田
浦
３
区
に
あ

る
清
水
観
音
堂
か
ら
南
側
の
ミ
カ
ン
山
を

登
っ
て
い
く
と
、
左
手
の
方
に
見
え
て
き
ま

す
。
こ
こ
に
は
五ご

り
ん
の
と
う

輪
塔
、
板い

た
び碑

な
ど
中
世
か

ら
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
供
養
塔
22
基
が
あ

り
多
様
な
石
造
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
史
跡
で
す
。
な
ぜ
、
こ
こ
に
古
い
お
墓

が
残
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
墓
群
の
近
く

の
字
宮
田
に
、
か
つ
て
菩ぼ

だ
い提
寺じ

で
あ
っ
た

広こ
う
き
ょ
う
じ

教
寺
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

檜
前
家
の
歴
代
当
主
は
17
世
紀
ご
ろ
か
ら

〝
田た

の
う
ら浦

助す
け
び
ょ
う
え

兵
衛
〟
と
い
う
同
じ
名
前
を
称
し

檜
ひ

の

く

ま前
家
墓
群

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

今
月
は
、
書
道
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
書
道
は
、
中
学
生
の
と
き
に
趣
味
で

習
っ
て
い
た
の
で
、
漢
字
を
書
く
こ
と
は

あ
る
程
度
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

高
校
の
と
き
か
ら
書
道
に
触
れ
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
の
で
、
前
か
ら
ず
っ
と
町
民

講
座
の
書
道
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、町
民
講
座
の
書
道
は「
か

な
書
道
」
だ
っ
た
た
め
、
う
ま
く
書
け
る

か
な
と
心
配
で
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
今
年

か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
、
お
て
ん
ば
だ
っ
た
私
を

落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
、
母
が
無
理
や
り

書
道
塾
に
通
わ
せ
た
の
が
書
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
で
し
た
。（
お
て
ん
ば
の
性
格

は
そ
の
ま
ま
で
す
が
（
笑
））
書
道
を
す

る
と
き
に
集
中
力
が
高
ま
り
、
心
が
清
ら

か
に
な
る
よ
う
な
気
持
ち
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
ま
た
書
道
を
始
め
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
始
め
て
み
る
と
、「
か

な
書
道
」
は
思
っ
た
よ
り
難
し
く
て
、
私

が
習
っ
て
い
た
書
体
と
は
全
然
違
い
ま
し

た
。
流
れ
る
よ
う
な
文
字
の
形
の
見
本
を

読
め
な
い
！
と
い
う
問
題
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
は
、
先
生
か
ら
易
し
い
説
明

を
し
て
い
た
だ
き「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
…
」

か
ら
書
き
始
め
ま
し
た
。
今
は
、
と
に
か

く
「
か
な
」
に
慣
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
講
座
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
も
歓

迎
し
て
く
だ
さ
り
、
同
じ
趣
味
の
仲
間
と

し
て
講
座
で
交
流
を
図
る
こ
と
も
ま
た
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

　

町
民
講
座
が
平
日
に
あ
る
た
め
、
欠
席

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
め
な
い
こ

と
を
目
標
に
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
書
道
の
先
生
か
ら
の
「
全
く

や
ら
な
い
よ
り
少
し
ず
つ
で
も
や
り
続
け

る
こ
と
が
大
事
よ
」
と
い
う
言
葉
が
心
に

響
い
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉

は
、
私
の
韓
国
語
講
座
の
受
講
生
に
も
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
か
な
」
が
上
手
に
書
け
る
よ
う
に
な

る
に
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
頑
張
っ
て
書

き
続
け
ま
ー
す
！

（
第
27
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

て
い
ま
す
。
檜
前
氏
の
歴
史
に
つ
い
て
、
田

浦
氏
先
祖
附
や
系
図
、『
肥
後
国
誌
』
な
ど

の
書
物
に
よ
る
と
、
宝ほ

う
き亀
年
間
（
７
７
０
～

７
８
０
）
ま
た
は
建

け
ん
き
ゅ
う久

3
年
（
１
１
９
２
）

に
、
檜
前
政ま

さ
ま
ろ

麻
呂
（
政
丸
と
も
）
が
都
か
ら

郡
司
と
し
て
下
向
し
て
、
田
浦
を
居
城
と

し
、
芦
北
七
浦
を
支
配
し
た
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
の
話
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る

た
め
史
実
と
し
て
受
け
入
れ
る
に
は
難
し
い

で
す
が
、
戦
国
時
代
（
15
世
紀
半
ば
～
16
世

紀
後
半
）
か
ら
、
田
浦
氏
の
名
前
が
古
文
書

な
ど
に
登
場
し
て
き
ま
す
。
墓
群
の
中
で
年

号
が
確
認
で
き
る
最
古
の
も
の
は
、
宝ほ

う
と
く徳

2

年
（
１
４
５
０
）
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
史

実
と
し
て
明
確
に
た
ど
れ
る
の
は
こ
の
頃
か

ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

初
代
助
兵
衛
は
〝
梅
北
の
乱
〟
で
活
躍

し
、
2
代
目
助
兵
衛
は
〝
島
原
・
天
草
の

乱
〟
に
嫡
男
や
家
来
73
人
を
出
陣
さ
せ
て
お

り
、
芦
北
に
関
す
る
歴
史
的
事
件
に
は
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。
ま
た
、
そ
の
家
柄
を
考

慮
さ
れ
て
、
寛か

ん
え
い永

10
年
（
１
６
３
３
）
か
ら

明
治
3
年
（
１
８
７
０
）
ま
で
田
浦
手て

な
が永
の

惣そ
う
じ
ょ
う
や

庄
屋
（
今
で
い
う
町
長
）
を
世
襲
し
て
務

め
て
い
る
の
で
、
田
浦
地
区
の
神
社
な
ど
に

は
檜
前
氏
の
名
が
刻
ま
れ
た
石
造
物
を
見
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
石
造
物
に
興
味
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

かな書道を練習中です

高

齢

者

叙

勲

受章おめでとうございます

瑞宝双光章
教育功労

（元佐敷小学校長）

山 

本　

定 
信 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
88
歳
・
大
川
内
西
）

満 

田　

圭 

一 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
88
歳
・
田
浦
１
）

瑞宝双光章
教育功労

（元古石小学校長）

井口ナツキさん　１００歳 宮島ツキさん　１０５歳

　７月 17 日、宮島ツキさんが 105 歳の誕
生日を迎え、入所している田の浦荘で「ご長
寿を祝う会」が行われました。理事長からの
表彰状の贈呈や 105 本のロウソクが立てら
れたケーキでのお祝い、職員や入所者による
カラオケや踊りの出し物などで盛大に祝福さ
れました。多くの人たちに祝われたツキさん
は、涙で言葉が出ないほど感激したようすで
した。ご子息の宮島孝さんは「祖母も長寿だ
ったのでそのＤＮＡを受け継いでいるのかも
しれない。質素な食生活も長生きの秘訣かも
しれませんね」と話してくれました。

　７月 25 日、井口ナツキさん（花岡東）が
100 歳の誕生日を迎え、町から長寿慶祝金
が贈られました。井口さんは現在病院に入院
していますが、食欲もあり、日常生活のほと
んどのことは自分でしているそうです。井口
さんは「おかげさまで元気でおります。長生
きさせてもらいました。これからも長生きし
ます」と両手を合わせながら話してくれまし
た。当日お祝いに駆け付けた５人のお子さん
によると井口さんは食べ物の好き嫌いはなく
おっとりした性格ということでした。

誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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お 知 ら せお 知 ら せ

若い人の仕事探しをお手伝いします

　芦北地域振興局１階に「ジョブカフェ・芦北ブラン
チ」を設置しています。就職に関する相談など、気軽
にご利用ください。
■利用対象　おおむね35 歳未満の人、大学生、短大
　生、専門学校生、高校生など、またはその保護者、
　学校の進路指導担当の先生
■利用時間（予約制）　
　月〜金曜日の午前10 時〜午後５時
（木曜日は午後４時まで）
　※祝日、年末年始は休み
■内容　就職に関する相談、職業適性診断、求人情
　報提供、出前相談、職業講話など
＊予約・問い合わせ先
　ジョブカフェ・芦北ブランチ
　☎（８２）３１２３

　平成 27 年１月開催の芦北町成人式の実行委員
を募集しています。成人式の運営に参加して地域
づくりをされませんか。仲良しグループでの参加
も歓迎します。
■募集人数　12 人程度
■対象者　平成６年４月２日〜平成７年４月１日
　　　　　生まれの人で、芦北町の成人式に出席
　　　　　を予定している人
■申込期限　9 月１日（月）
■申込方法　電話または FAX で氏名、住所、電
　　　　　　 話番号を添えて申込み
＊申込・問い合わせ先
　芦北町社会教育センター　
　☎（８２）２２１３　FAX（８２）２６３１

　成人式の運営に参加しませんか天草不知火海区漁業調整委員会委員
選挙人名簿登録申請をお願いします

　毎年 9 月１日現在で、海区漁業調整委員会委員
選挙人名簿が作成されます。選挙人名簿への登録
を申請する人は所属している漁協などや芦北町選
挙管理委員会まで申請書の提出をお願いします。

（申請書は選挙管理委員会や漁協などにあります）
■選挙人名簿に申請できる人
　平成６年 12 月６日までに生まれた人で次の要
　件を満たす人です。
（１）漁業者または漁業従事者
（２）芦北町に住所または事業場がある人
（３）１年に 90 日以上、漁船を使用する漁業を
　　　営みまたはこれに従事する人
■申請期間　9 月１日（月）〜 9 月５日（金）
＊問い合わせ先
　芦北町選挙管理委員会（役場総務課内）
　☎（８２）２５１１　（内線２１９）

 目からウロコのまちづくり講演会
　まちづくりの楽しさ、みんなで活動する喜びを
感じる講演会です。
■日時　８月24日（日）　午前9時30分〜11時30分
■場所　計石公民館
■講師　㈱まちづくり計画研究所
　　　　代表取締役　今泉重敏　氏
　　　　（総務省地域力創造アドバイザー）
＊問い合わせ先
　芦北地域振興局農地整備課
　☎（８２）５７０５
　農林水産課　振興係
　☎（８２）２５１１（内線２７４）

おさがり品

譲ってください

　10 月 26 日㈰に健康フェアを開催します。
　子育て家庭の皆さんが参加できる「おさがり譲
渡会」を行います。皆さんの家庭で使用しなくな
ったベビー・子ども服（０〜６歳ごろまで）など
をご提供いだだけませんか？
※お譲りいただいたものの返却はできません。

・ベビー服　・子ども服　・ベビーカー　
・おもちゃ　・赤ちゃん用品　　など
※衣類は洗濯後にお届けください
※チャイルドシートやベビーベッドなどの大型の
　物は提供いただける物の写真とご連絡先を提出
　ください。譲渡会で希望があった場合にご連絡
　します。

持ち込み受付期間　
10 月 17 日（金）まで

＊持ち込み・問い合わせ先
　■保健センター（きずなの里）
　　☎（８６）０２００
　■住民生活課　医療年金係
　　☎（８２）２５１１（内線１４９）

10 月 26 日開催の健康フェアで

「おさがり譲渡会」を実施

◆引き取りできるもの

◆引き取りできないもの
・汚れの目立つもの　　・壊れているもの
・下着類　・飲食物　・哺乳瓶　など県防災情報メールサービスに登録を

　台風などによる災害が発生しやすい時期ですが
何か災害への備えはしていますか。県では、気象
警報や避難勧告などの情報を携帯電話やパソコン
へメール配信する「熊本県防災情報メールサービ
ス」を運営しています。災害から身を守るために
は最新の防災情報の確認が不可欠です。この機会
にぜひ登録してください。（登録料は無料。携帯
電話の通信料は利用者負担）

＊問い合わせ先
　熊本県危機管理防災課
　☎０９６（３３３）２８１１　

登録専用コード▶
※空メールを送信してください

　建退共は建設現場で働く人のために国が作った
建設業界の退職金制度です。　
■加入者　建設業を営む事業主
■対象となる人　建設現場労働者
■掛金　日額３１０円
　事業主が労働者の働いた日数に応じて掛金とな
る共済証紙を共済手帳に貼り、その労働者が建設
業界で働くことをやめたときに建退共から退職金
が支払われます。
★特徴
　・  国の制度なので安全、確実、手続きは簡単です。
　・経営事項審査で加点評価の対象となります。
　・掛金の一部を国が助成します。
　・掛金は事業主負担となりますが必要経費とし
　　て扱われ税法上全額非課税となります。
　・事業主が変わっても退職金は企業間を通算し
　　て計算されます。
　
＊問い合わせ先
　建退共熊本県支部
　☎０９６（３６６）５１１１

知っていますか？建退共制度

◎申し込み方法　住所、氏名、年齢、電話番号を
明記してハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで申し込んで
ください。

【地引き網体験】　
▶期日　９月６日（土）
▶場所　あしきた青少年の家、マリンパーク
▶募集　160 人
▶費用　１家族 1,000 円
▶申込期限　８月23日（土）まで

熊本県環境センター　９月のイベント
【大人の裂き折り教室】　

▶期日　９月 27 日（土）、28日（日）
▶場所　熊本県環境センター
▶募集　毎回 10 人程度
▶費用　無料
▶申込　９月24日（水）まで
＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター　
　☎（６２）２０００　　
　ＦＡＸ（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp

■日時　９月23日（火）秋分の日　午前10時〜
■場所　マリンパークビーチ
■参加費　１人 1,800 円（小学生以上）
■申込期限　９月 12 日（金）※先着 60 人まで
＊問い合わせ先
　九州農政局八代地域センター
　☎０９６５（６２）８２０５

 地引網と魚さばき体験　参加者募集
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日 月 火 水 木 金 土

21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

　 田浦子育て支援センター 　9 月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

２日（火）　御立岬へ貝殻拾いに行こう　
８日（月）〜12日（金）おじい・おばあちゃんへのプレゼントつくり
16日（火）〜　運動会の練習　26日（金）身体測定、誕生会
30日（火）運動会総練習 ＊イベントについての問い合わせ先

　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３
　

３〜４カ月児健診

（保健センター）

8 月

9 月

町民体育祭

ゴルフ大会　

敬老の日

九州ビーチサッカー

大会（〜 24 日）

（御立岬海水浴場）

水俣芦北地区人権

教育研究大会

（水俣市文化会館）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

芦北町イベントカレンダー

８月 21 日〜９月 27 日

まちづくり講演会

（計石公民館）

３歳児健診

（保健センター）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

町戦没者追悼式

自衛隊第８音楽隊演

奏会（しろやまスカ

イドーム）

図書館休館日
社教センター：9月７日（日）15日（月）、23日（火）
田浦図書室：9月15日（月）、29日（月）

離乳食教室

（保健センター）

1歳６カ月児健診

（保健センター）

熊本県民体育祭

（山鹿市）〜 21 日
でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

ヘルスメイト講座

開講式（きずなの里）

全国火縄銃サミット

（〜 28 日）

（しろやまスカイ

ドーム、御立岬海水

浴場）

佐敷城跡観月会

（佐敷城跡）

内水面漁協ふれあい

まつり

（花岡東公民館）

町民総踊り

（新清苑駐車場）

花火大会

（芦北農村公園）

農業委員会総会
（役場大会議室）

７〜 8カ月児健診

（保健センター）

金婚夫婦表彰式

（社会教育センター）

秋分の日火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

問
い
合
わ
せ
先

☎
（
８
２
）
３
１
１
０

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

芦
北
消
防
署
問
い
合
わ
せ
先

☎
（
８
２
）
４
７
３
１

　

ま
た
、
体
の
主
要
な
器
官
に
、
深

刻
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
一
度
だ
け
」
の
つ
も
り
で
も
、

量
や
回
数
が
増
え
、
自
分
の
意
思
で

は
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

最
悪
の
場
合
は
死
に
至
る
ほ
か
、
殺

人
、
強
盗
、
放
火
な
ど
の
凶
悪
な
犯

罪
や
重
大
な
交
通
事
故
な
ど
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　
「
合
法
ハ
ー
ブ
」「
合
法
ド
ラ
ッ
グ
」

「
お
香
」「
ア
ロ
マ
」
な
ど
と
い
う
表

現
に
騙
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

薬
事
法
の
改
正
に
よ
り
、
幻
覚
な

ど
の
作
用
を
有
す
る
一
定
の
物
質
が

「
指
定
薬
物
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

 　

覚
醒
剤
等
薬
物
に
関
し
て
は
、
警

察
本
部
の
「
覚
醒
剤
相
談
電
話
」
☎

０
９
６
（
３
８
４
）
４
４
４
４
も
し

く
は
、
芦
北
警
察
署
、
交
番
、
駐
在

所
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
」薬
物
乱
用
を
防
止
し
よ
う
！

　　

平
成
25
年
中
の
、
熊
本
県
内
に
お

け
る
薬
物
事
犯
の
検
挙
状
況
は
、
検

挙
人
員
が
１
４
４
人
（
マ
イ
ナ
ス
31

人
）
と
前
年
比
で
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推

移
し
て
お
り
、
約
９
割
を
覚
醒
剤
事

犯
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
検
挙
人
員
に
占
め
る
暴
力

団
構
成
員
な
ど
の
割
合
は
、
約
３
割

を
占
め
て
お
り
、
暴
力
団
に
よ
る
薬

物
事
犯
へ
の
関
与
の
深
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

　　

脳
の
正
常
な
発
達
を
止
め
て
し
ま

い
、
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
乱

用
に
よ
り
一
時
的
に
頭
が
冴
え
る
、

神
経
が
興
奮
す
る
、
と
い
っ
た
感
覚

を
得
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
脱
力
感
や

疲
労
感
に
襲
わ
れ
、つ
い
に
は
幻
覚
、

妄
想
と
い
っ
た
、
精
神
障
害
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

薬
物
乱
用
は
、精
神
と
体
の
両
方
を
致
命
的
に
破
壊
し
ま
す

薬
物
乱
用
の
現
状

薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ

相
談
は
早
め
に
遠
慮
な
く

　

暑
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
は
、
海

水
浴
や
プ
ー
ル
に
行
く
機
会
も
増
え

る
と
思
い
ま
す
。
水
難
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
に
も
、次
の
こ
と
を
守
り
、

安
全
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　 

・
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
や
、
飲

　

酒
を
し
た
と
き
は
泳
が
な
い
。

 

・
い
き
な
り
水
の
中
に
入
ら
ず
、
準

　

備
体
操
を
入
念
に
行
う
。

 

・
疲
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
こ
ま

　

め
に
休
憩
を
と
る
。

 

・
天
候
が
悪
い
、
風
が
強
い
、
海
の

　

波
が
高
い
、
川
の
流
れ
が
速
い
な

　

ど
の
と
き
は
海
や
川
に
近
づ
か
な

　

い
。

 

・
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
海
や
川
で
は

　

遊
ば
ず
、
必
ず
保
護
者
の
い
る
所

　

で
遊
ぶ
。
保
護
者
は
子
ど
も
か
ら

　

目
を
離
さ
ず
、
注
意
を
向
け
る
。

 

・
魚
釣
り
な
ど
を
す
る
と
き
は
、
必

　

ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す

　

る
。

水
難
事
故
に
ご
注
意
を
！

水
難
事
故
を
予
防
す
る
に
は
…

 

・
大
声
で
助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番

　

通
報
を
す
る
。

 

・
浮
輪
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
水

　

に
浮
く
も
の
を
投
げ
る
。

 

・
消
防
隊
が
到
着
す
る
ま
で
溺
れ
て

　

い
る
人
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

 

・
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
呼

　

び
か
け
反
応
が
な
く
呼
吸
を
し
て

　

い
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
に
心
肺
蘇

　

生
法
を
行
う
。（
心
肺
蘇
生
法
が
分

　

か
ら
な
い
場
合
は
、
す
ぐ
１
１
９

　

番
通
報
を
し
、
消
防
署
か
ら
の
指

　

示
に
従
う
）

※
二
次
災
害
の
危
険
が
あ
る
た
め
、  

　

溺
れ
て
い
る
人
が
い
て
も
決
し
て

　

水
の
中
に

　

入
っ
て
助

　

け
に
い
か

　

な
い
。

溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
…

　

山
下
登
喜
雄
さ
ん
（
大
川
内
東
）

に
熊
本
県
警
本
部
長
か
ら
７
月
11

日
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
警
察

活
動
に
協
力
し
、
そ
の
功
績
を
讃
え

て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

熊
本
県
警
本
部
長
か
ら
感
謝
状

　

７
月
14
日
、
町
内
の
旅
館
で
行
わ

れ
、
関
係
者
約
20
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

同
協
力
会
（
八
里
政
夫
会
長
）
は

芦
北
町
沿
岸
地
域
に
お
け
る
密
航
、

密
輸
、
密
漁
な
ど
の
沿
岸
犯
罪
や
沿

岸
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
住

民
、
芦
北
町
、
芦
北
警
察
署
が
一
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
民
間
活
動
組
織

で
す
。
沿
岸
犯
罪
の
水
際
対
策
を
中

心
に
沿
岸
部
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

沿
岸
警
備
協
力
会
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

山下登喜雄さん

町内中学校始業式 町内小学校始業式

湯浦小運動会
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１
年
前
、
日
本
に
来
る
前
は
日
本

で
の
生
活
が
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心

配
で
し
た
。
日
本
語
は
全
く
話
せ
な

か
っ
た
し
、
車
の
運
転
も
ア
メ
リ
カ

と
日
本
で
は
車
線
が
左
右
反
対
な
の

で
怖
か
っ
た
で
す
。
で
も
芦
北
に
来

て
１
年
が
過
ぎ
、
帰
国
す
る
時
が
来

て
と
て
も
寂
し
く
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
英
語
を
教
え
る
と
い
う
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
仕
事
は
、
私
の
人
生
で
と
て

も
あ
り
が
た
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
英
語
の
先
生
と
し
て
芦
北

に
来
ま
し
た
が
、
毎
日
が
学
ぶ
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
芦
北
の
み
な
さ
ん

の
や
さ
し
さ
と
寛
い
心
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
語
が

あ
ま
り
話
せ
な
い
私
に
優
し
く
接
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
あ
り
が
と

　

今
ま
で
２
年
間
芦
北
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
芦
北
で
の
生
活
は
と
て
も

面
白
く
珍
し
い
経
験
で
し
た
。
10
代

か
ら
日
本
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
夢
を
果
た
し
た

の
で
嬉
し
い
で
す
。
伝
統
的
な
日
本

の
文
化
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
稲
刈
り
や
茶

道
の
稽
古
。
こ
れ
は
、
芦
北
の
町
民

の
お
か
げ
で
す
。

　

ま
ず
は
、
私
に
優
し
く
接
し
て
く

れ
た
人
々
と
心
で
歓
迎
し
て
く
れ
た

人
々
に
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。
外

国
人
と
し
て
、
日
本
の
生
活
は
慣
れ

に
く
い
の
に
私
の
お
世
話
を
し
て
く

れ
た
人
の
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
日

本
に
来
た
と
き
ぜ
ん
ぜ
ん
日
本
語
が

話
せ
な
か
っ
た
が
、
上
手
に
な
る
た

め
に
頑
張
っ
て
み
ま
し
た
。
私
に
日

本
語
で
話
し
か
け
て
練
習
さ
せ
て
く

れ
た
人
に
も
感
謝
し
た
い
で
す
。
大

事
な
友
人
が
作
れ
ま
し
た
か
ら
、
ラ

ッ
キ
ー
だ
と
考
え
ま
す
。
芦
北
の
生

活
に
慣
れ
さ
せ
て
く
れ
た
友
達
に
も

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
帰
る
と
日
本
で
過
ご

し
た
時
間
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
で

し
ょ
う
。
湯
浦
中
学
校
の
生
徒
た

ち
、
大
野
、
佐
敷
小
学
校
の
生
徒
た

ち
、
芦
北
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
に

教
え
る
こ
と
は
と
て
も
い
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
笑
顔

と
勉
強
す
る
熱
心
さ
の
お
か
げ
で
、

仕
事
は
毎
日
楽
し
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
の
成
長
を
見
ら
れ
な
い
け

ど
、
皆
に
は
明
る
い
将
来
が
あ
る
に

違
い
な
い
。

　

芦
北
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
芦
北
に
い
た
時
を
一
生
忘

れ
ま
せ
ん
。
２
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。〔
原
文
ま
ま
〕

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
何
で

も
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
に
私
は
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
み
な
さ

ん
は
、
い
つ
も
私
を
笑
顔
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
芦
北
に
住
む
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。
そ

し
て
ま
た
い
つ
か
芦
北
を
訪
れ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
出
会
え
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。〔
原
文
ま
ま
〕

ＡＬTの先生から帰国メッセージ
外国語指導助手（ＡＬ T）のスペンサー先生とジェニファー先生が７月で退任し帰国しました。
帰国したお二人からのメッセージを掲載します。

Spencer Bryan

ジェニファー　クラパム

スペンサー ブライアン

Jennifer Clapham
（英国）

（アメリカ合衆国）

町
民
体
育
祭
結
果

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

【
ク
レ
ー
射
撃
大
会
】

４
種
目
で
佐
敷
東
が
優
勝

総
合
で
３
位
に
浮
上

順位 地域体協 総合得点

１位 佐敷西 62

２位 大東 49

３位 佐敷東 47

４位 泉南 43

５位 田浦北部 37

６位 湯島 29

７位 田浦南部 28

　総合順位（8 月１日現在）

※○内の数字は獲得総合得点

● 

開
催
日　

７
月
６
日
㈰

● 

場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

◆
優
勝　

佐
敷
東　
　

⑦

　

２
位　

湯
島　
　
　

⑥　

 

　

３
位　

佐
敷
西　
　

⑤　

　

４
位　

泉
南　
　
　

④　

　

５
位　

田
浦
北
部　

③

　

６
位　

大
東　
　
　

②

　
● 

開
催
日　

７
月
６
日
㈰

● 
場
所　

湯
浦
温
泉
射
撃
場

◆
優
勝　

佐
敷
東　
　

⑦

　

２
位　

佐
敷
西　
　

⑥　

 

　

３
位　

湯
島　
　
　

⑤　

　

４
位　

大
東　
　
　

④　

　

５
位　

泉
南　
　
　

③

　

６
位　

田
浦
南
部　

②

　
● 

開
催
日　

７
月
６
日
㈰

● 

場
所　

芦
北
ボ
ウ
ル

◆
優
勝　

佐
敷
東　
　

⑦

　

２
位　

佐
敷
西　
　

⑥　

 

　

３
位　

泉
南　
　
　

⑤　

　

４
位　

大
東　
　
　

④　

　

５
位　

湯
島　
　
　

③

　

６
位　

田
浦
南
部　

②

　

７
位　

田
浦
北
部　

①

● 

開
催
日　

７
月
13
日
㈰

● 

場
所　

地
域
間
交
流

　
　
　
　

 　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
優
勝　

佐
敷
東　
　

⑦

　

２
位　

田
浦
北
部　

⑥　

 

　

３
位　

田
浦
南
部　

⑤　

　

４
位　

大
東　
　
　

④　

　

５
位　

湯
島　
　
　

③

　

６
位　

泉
南　
　
　

②

　

７
位　

佐
敷
西　
　

①

● 

開
催
日　

７
月
20
日
㈰

● 

場
所　

田
浦
運
動
場

◎
男
子

◆
優
勝　

佐
敷
西　
　

⑦

　

２
位　

大
東　
　
　

⑥

　

３
位　

泉
南　
　
　

⑤

　

４
位　

湯
島　
　
　

④　

　

５
位　

田
浦
南
部　

③

　

６
位　

佐
敷
東　
　

②

◎
女
子

◆
優
勝　

佐
敷
西　
　

⑦

　

２
位　

田
浦
北
部　

⑥

　

３
位　

大
東　
　
　

⑤

　

４
位　

泉
南　
　
　

④　

　　

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

【
男
女
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

　

佐
敷
東
が
７
月
に
行
わ
れ
た
５
種
目
の

大
会
の
う
ち
４
種
目
で
優
勝
し
、
総
合
順

位
で
も
３
位
に
浮
上
し
ま
し
た
。

　　

総
合
１
位
の
佐
敷
西
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
で
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
し
た
ほ
か
、
他
種

目
で
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
上
位
入
賞
し
、

２
位
以
下
を
大
差
で
引
き
離
し
て
い
ま

す
。
佐
敷
西
が
こ
の
ま
ま
ト
ッ
プ
を
独
走

し
て
総
合
初
優
勝
を
飾
る
の
か
、
大
東
や

佐
敷
東
が
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
こ
の
後
の
展
開
に
注
目
で
す
。

佐
敷
西
が
総
合
ト
ッ
プ
を
独
走

２
位
以
下
を
引
き
離
す

◇
１
年

　

優
秀
賞　

橋
本　

幸ゆ
き
た
か宝

　

入　

賞　

藤
原　

元げ
ん

　

入　

賞　

羽
田　

徠ら
い
き輝

◇
２
年

　

優
秀
賞　

松
岡　

心こ
こ
あ愛

　

入　

賞　

永
田　

心こ
こ
み美　

　

入　

賞　

井
上
陽ひ

な

こ
菜
子

◇
３
年　

　

優
秀
賞　

宮
島　

朋と
も
こ子

　

入　

賞　

山
本　

悠ゆ
う
し
ん眞

　

入　

賞　

山
内　

結ゆ
い
か花

◇
４
年　

　

優
秀
賞　

橋
本　

呼こ
ゆ
き幸

　

入　

賞　

折
田　

祐ゆ

さ咲

　

入　

賞　

溝
上　

実み
さ
と知

◇
５
年　

　

優
秀
賞　

大
﨑　

匠
た
く
み

　

入　

賞　

長
瀨　

京き
ょ
う
か花

　

入　

賞　

岩
田　

瑞み
ず
な菜

◇
６
年　

　

優
秀
賞　

久
木
田
陸り

く
や哉　

　

入　

賞　

畑
野　

怜れ
い
じ司

　

入　

賞　

田
中　

樂が
く
と音

（
湯
浦
小
）  

（
佐
敷
小
）

（
内
野
小
）

（
吉
尾
小
）   

（
内
野
小
）

（
佐
敷
小
）

（
佐
敷
小
）      

（
大
野
小
）

（
内
野
小
）

　（
湯
浦
小
）　  

（
佐
敷
小
）

（
内
野
小
）

　（
湯
浦
小
） 

（
佐
敷
小
）

（
田
浦
小
）  

（
湯
浦
小
）   

（
吉
尾
小
）

（
佐
敷
小
）

●
開
催
日　

７
月
24
日
㈭　

●
場
所　

町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

芦
北
町
童
話
発
表
会
入
賞
者

　

代
表
児
童
は
８
月
４
日
に
津
奈
木
町
で
開
催

さ
れ
た
水
俣
芦
北
地
区
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
湯
浦
小
５
年
の
大
﨑
匠
く
ん
が
優
秀
賞
を

獲
得
し
、
10
月
の
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）



2014．8 18広報あしきた2014．8広報あしきた　19

高
齢
者
と

障
害
者
の

虐
待
防
止

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
人
や
家
族
の
サ
イ

ン
に
、
身
近
な
人
が
早
め
に
気
づ
く
こ
と

が
、
虐
待
防
止
の
第
一
歩
で
す
。

（
例
）

①
体
に
傷
や
あ
ざ
・
や
け
ど
の
跡
が
あ
る

②
傷
や
あ
ざ
な
ど
の
説
明
が
変
化
す
る

③
家
か
ら
悲
鳴
や
家
族
の
怒
鳴
り
声
が
聞

　

こ
え
る

④
体
の
不
調
が
明
ら
か
に
悪
い
状
態
で
あ

　

る
が
病
院
な
ど
を
受
診
し
て
い
な
い

⑤
体
か
ら
異
臭
が
す
る
な
ど
衛
生
状
態
が

　

悪
い

⑥
高
齢
者
が
生
活
す
る
の
に
十
分
な
収
入

　

が
あ
る
の
に
お
金
が
な
い
と
訴
え
る

⑦
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
介
護
が
つ
ら

　

い
と
体
の
不
調
を
訴
え
て
い
る

⑧
障
害
者
が
お
び
え
る
・
泣
く
・
叫
ぶ
な

　

ど
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す

⑨
障
害
者
が
人
目
を
避
け
部
屋
に
一
人
で

　

い
た
が
る

●
特
定
の
人
や
家
庭
、
場
所
で
は
な
く
、

　

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

●
虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
し
て
い

　

る
認
識
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
虐
待
を
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
だ
と
認

　

識
で
き
な
い
で
、
自
分
か
ら
被
害
を
訴

　

え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
は

▶相談日　土・日・祝日・年末年始を除く毎日
▶時　間　午前８時３０分〜午後５時　　
高齢者虐待
◎芦北町地域包括支援センター　　☎８６−２２７０
◎福祉課高齢者福祉係　　☎８２ー２５１１（内線１５２）
障がい者虐待
◎芦北町障害者虐待防止センター
　福祉課障害者福祉係　　☎８２ー２５１１（内線１５３）

相
談
・
通
報
窓
口

　

適
切
な
介
護
の
仕
方
や
認
知
症
へ
の
対

応
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
つ
い
手
を
上

げ
て
し
ま
う
。
介
護
負
担
に
加
え
失
業
中

で
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
な
ど
、
虐
待
の

背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
人

だ
け
で
は
な
く
、
虐
待
者
も
支
援
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り

う
る
問
題
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん

が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
虐

待
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

身体的虐待

暴
力
行
為
な
ど
で
、
身
体
に
傷

や
あ
ざ
、痛
み
を
与
え
る
行
為
。

又
は
、
外
部
と
接
触
さ
せ
な
い

よ
う
な
行
為

（
例
）

●
叩
く
・
つ
ね
る

●
無
理
矢
理
食
事
を
口
に
入
れ
る

●
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
た
り
、
薬

　

を
過
剰
に
服
薬
さ
せ
て
身
体
を

　

拘
束
す
る　

な
ど

心理的虐待

高
圧
的
な
言
葉
や
態
度
、
無
視

や
嫌
が
ら
せ
な
ど
に
よ
っ
て
苦

痛
を
与
え
る
よ
う
な
行
為

（
例
）

●
怒
鳴
る
・
の
の
し
る

●
侮
辱
を
込
め
て
子
ど
も
の
よ
う

　

に
扱
う

●
排
泄
の
失
敗
を
嘲
笑
す
る

●
意
図
的
に
無
視
す
る　

な
ど

経済的虐待

財
産
や
金
銭
の
無
断
使
用
や
、

本
人
が
望
む
金
銭
の
使
用
を
理

由
な
く
制
限
す
る
よ
う
な
行
為

（
例
）

●
日
常
的
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ

　

な
い
（
使
わ
せ
な
い
）

●
本
人
の
自
宅
等
を
本
人
に
無
断

　

で
売
却
す
る

●
年
金
や
預
貯
金
を
本
人
の
意
思

　

や
利
益
に
反
し
て
使
用
す
る

性的虐待

本
人
の
合
意
も
な
く
性
的
に
行

為
を
行
っ
た
り
、
強
要
し
た
り

す
る
よ
う
な
行
為

（
例
）

●
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て

　

放
置
す
る

●
キ
ス
、
性
器
へ
の
接
触
な
ど
の

　

強
要　

な
ど

介護・世話の放棄・放任

介
護
や
生
活
の
世
話
を
行
っ
て

い
る
家
族
が
、
介
護
や
世
話
を

放
棄
す
る
よ
う
な
行
為

（
例
）

●
食
事
を
あ
た
え
な
い

●
オ
ム
ツ
を
交
換
し
な
い

●
ゴ
ミ
を
放
置
し
て
劣
悪
な
住
環

　

境
の
中
で
生
活
さ
せ
る

●
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
理
由
も
な

　

く
利
用
さ
せ
な
い　

な
ど

虐
待
者
＝
悪
者
と

い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん さまざまな形態の

虐待があります

虐
待
を
防
止

　
　
す
る
に
は

●
虐
待
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

　

―
虐
待
の
背
景
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
、
虐
待
を
防
止
す
る
第

一
歩
で
す
。

●
虐
待
さ
れ
る
人
と
そ
の
家
族
を
「
孤
立

さ
せ
な
い
」

　

―
身
近
に
介
護
し
て
い
る
家
族
に
気
を

配
り
、
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
声
を
か
け

た
り
す
る
見
守
り
が
虐
待
の
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

虐
待
に
気
づ
い
た

ら
ま
ず
は
相
談
を

　

虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
、
市
町
村
の
担

当
窓
口
へ
通
報
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

早
め
の
対
応
や
支
援
が
、
虐
待
さ
れ
て
い

る
人
だ
け
で
な
く
、
虐
待
し
て
い
る
家
族

な
ど
が
か
か
え
る
問
題
の
解
決
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
虐
待
し
て
い
る
人
を
見
か
け

た
り
、
何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

虐
待
の
サ
イ
ン
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まちのわだい まちのわだいまちのわだい

どんでどんライブでラテンのリズムに乗って踊る観客

田浦小で防災フェスタ

　７月に入り、町内各地で多様なジャンルのコンサート
が行われました。７月５日は古石の農家民宿「えにし」
でジャズコンサートがあり、古民家にジャズの音色が響
いていました。７月 20 日には女島活力推進センターで
地元アマチュアバンドなどが出演する「ゆめもやい音楽
祭」が、夕方からは日本を代表するラテンミュージシャ
ン集団「DON DE DON（どんでどん）」のライブがあり、
一日中さまざまな音楽で観客を楽しませました。また同
日はあしきた青少年の家でもチャーリー永谷さんのカン
トリーコンサートがあり、幅広い世代の人が音楽を楽し
みました。

　現在学校給食センターでは御立岬の温泉塩「岬の御塩」
を調理に利用しています。７月 17 日には味付けが岬の
御塩メインの「塩やきそば」が加わり、全小中学校で配
膳されました。この塩の特徴として、身体に必要のない
成分が取り除いてあり、塩自体がふわふわしていて食材
の味もまろやかに感じるそうです。現在、新メニューを
開拓中で、今後、魚の塩焼きや塩おにぎりなどを検討し
ています。「いい塩レシピがあったら教えて欲しい」と
栄養士の先生が話していました。

　田浦小で７月５日、たのうら子ども防災フェスタがあ
り、児童や保護者、地域住民など約300 人が災害時の助
け合いの大切さや応急処置の仕方などを学びました。児
童たちは保護者と一緒に消火器の使い方や心臓マッサー
ジの仕方などを練習したり、煙体験で火災時の煙の怖さ
などを体験しました。同小は平成24・25年度に防災教育
の研究推進校として指定を受け、防災教育の視点を取り
入れた教育活動を行っています。水消火器を使って消火器の使い方を学ぶ田浦小児童

各地で夏のコンサート

７月 17 日の給食と岬の御塩

佐敷駅で花の植え付けと七夕を飾り付けた計石保育園児
（写真左側）と芦北幼稚園児

　７月１日、肥薩おれんじ鉄道佐敷駅で、計石保育園と
芦北幼稚園の園児 17 人が七夕の飾り付けとポーチュラ
カなどの花の植え付けを行いました。肥薩おれんじ鉄道
と沿線活性化協議会が駅をにぎやかにするために行って
いる事業で、園児たちは笹に自分たちで作った七夕飾り
や「大工さんになりたい」「保育園の先生になりたい」な
どの願い事が書かれた短冊を楽しそうに飾り付けていま
した。飾り付けが終わった後には、全員で「七夕さま」の
歌を合唱しました。

おれんじ鉄道をにぎやかに

　御立岬海水浴場で７月19日、飲酒運転防止キャンペー
ンを行いました。芦北警察署の署員が海水浴場売店や海
水浴客に飲酒運転防止のチラシを配り、注意を呼びかけ
ました。これは、７月に北海道で発生した海水浴場での
飲酒運転死亡事故の悲劇を繰り返さないために実施され
たものです。当日夕方には近くで飲酒運転の検問も行わ
れましたが、啓発の効果もあってか検挙されたドライ
バーはいなかったということです。 御立岬海水浴場で飲酒運転防止のチラシを配布する署員

親子会で地下通路を清掃

みんなで地下通路をキレイにしています

　花西上親子会が７月 19 日、佐敷駅通り地下通路のボ

ランティア清掃活動を行いました。同親子会は年間 10

回程度定期的に地下通路の清掃をしています。この日の

清掃には約 20 人の児童が参加し、ほうきやちりとりを

持って地下通路に落ちたごみや落ち葉などを丁寧に取り

除いていました。参加した原田翔
と わ

和くん（佐敷小 5 年）

は「みんなで協力して地下道がきれいになって気持ちい

い。これからも続けていきます」と話しました。

飲酒運転は許しません

学校をキレイに―町建設業組合

猛暑の中行われたボランティア美化活動

　芦北町建設業組合が７月 31 日、希望のあった町内小
中学校の美化活動を行いました。会員企業の代表者や従
業員約 50 人が参加し、うだるような暑さの中、樹木の
剪定や土砂の撤去など、普段手の行き届かない部分を中
心に作業しました。この活動はおととしから実施してい
て、今回で３回目になります。同組合の荒木肇組合長は

「次の世代のために学校清掃のお手伝いができれば」と
話していました。学校からは、「学校や保護者だけでは
作業が難しいので大変ありがたい」との声が聞かれまし
た。

岬の御塩で給食に新メニュー

川に転落した女性
救助で感謝状

　水俣芦北広域消防本
部の岩田繁義消防長が
７月 28 日、川口重行
さん（白石）に感謝状
を贈りました。川口さ
んは、７月７日に軽自
動車が県道から転落す
るのを目撃し、増水し
た球磨川に腰まで浸か
りながら、運転手の女
性を救助しました。

窃盗の容疑者逮捕
で感謝状

　芦北警察署の梅下雅
豊署長が７月 30 日、
御立岬公園園長の山田
良介さんに感謝状を贈
りました。山田さんは
７月７日に園内の施設
に進入し塩せんべいを
盗んだ容疑者を現行犯
で逮捕し、警察に引き
渡しました。表彰された山田良介さん（写

真左）と梅下芦北警察署長
表彰された川口重行さん（写
真右）と岩田消防長
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①
小
田
浦

②
（
８
７
）
０
２
６
６

③
公
選

下山國男岡本辰男

農業委員会はこんなご相談を承ります

宮島正文

①
花
岡
東
、
宮
浦

②
（
８
２
）
２
３
１
８

③
選
任
（
Ｊ
Ａ
）

林田良照

田口宗一

①
田
川
・
庵
の
山
、
寒
気

②
（
８
２
）
２
９
６
８

③
公
選

德永修一

①
大
野
・
國
見

②
（
８
４
）
０
６
２
５

③
公
選

①
平
生
・
湯
東
・
湯
北

   

・
湯
南
・
宮
崎

②
（
８
６
）
１
３
８
４

③
公
選

村上久廣

片山幸弘

②
（
８
７
）
０
３
０
９

③
公
選

井川輝征
会長副会長

農
業
委
員
紹
介

❶　農地を購入したい、売却したい
❷　農地を農地以外に転用したい
❸　農地を借りたい、貸したい
❹　全国農業新聞、農業者年金について
❺　農地の問題や税制問題について　など

竹本幸哉

①
高
岡
南
・
古
石
北
・
古
石
南

    

・
尾
奈
古

②
（
８
６
）
１
７
４
８

③
公
選

①
鶴
木
山
・
計
石
西
・
計
石
東

　

・
白
岩
・
花
岡
西
・
芦
北

②
（
８
２
）
２
４
３
３

③
公
選

①
田
浦（
１
〜
４
）・
横
居
木

②
（
８
７
）
２
２
８
１

③
公
選

①
塩
浸
・
白
木
・
屋
敷
野

②
（
８
４
）
０
５
３
７

③
公
選

白畑義美

一谷代継

①
市
野
瀬

②
（
８
４
）
０
３
３
２

③
公
選

①
東
告
・
西
告

②
（
８
４
）
０
７
０
３

③
選
任
（
町
議
会
）

宮原千代子

田口昭広

①
豊
岡
・
大
川
内
東
・
大
川
内
南

②
（
８
６
）
１
３
２
６

③
公
選

①
田
浦
町
（
１
〜
４
）

    

・
井
牟
田
・
波
多
島

②
（
８
７
）
０
８
３
１

③
公
選

牧　正德

①
花
岡
北
・
町
４
区

　

・
諏
訪
・
伏
木
氏

②
（
８
２
）
２
４
７
３

③
公
選

担当地区農業委員や農業委員会事務局までお気軽にご相談ください

①
女
島
西
・
福
浦
・
沖

②
（
８
６
）
０
８
１
８

③
公
選

小﨑良一

蓑田正志

①
吉
尾
・
市
居
原
・
箙
瀬
・
高
田
辺

　

・
海
路
・
内
木
場
・
上
原

②
（
８
３
）
０
５
４
１

③
選
任
（
町
議
会
）

塚本　壽

①
桑
原
・
八
幡

②
（
８
２
）
３
１
４
１

③
公
選

①
海
浦
１
・
海
浦
２

②
（
８
７
）
１
４
３
９

③
公
選

阪口修一立水庄一

①
松
生
・
大
尼
田
・
立
川

②
（
８
３
）
０
１
４
６

③
公
選

①
永
谷
・
黒
岩
・
大
岩
１

    

・
大
岩
２
・
岩
屋
川
内

②
（
８
３
）
０
７
５
３

③
公
選

草野義雄

①
丸
山
・
米
田

②
（
８
６
）
１
２
６
３

③
公
選

松原茂喜坂口惠美子

①
大
川
内
西
・
高
岡
北

②
（
８
６
）
０
３
２
６

③
選
任
（
町
議
会
）

①
道
川
内
東
・
道
川
内
西

    

・
乙
千
屋

②
（
８
２
）
３
３
５
７

③
選
任
（
共
済
組
合
）

平井正宏 才守　久

①
白
石
・
天
月

②
（
８
４
）
０
１
０
５

③
選
任
（
町
議
会
）

　

農
地
は
農
業
の
基
盤
で
あ
り
、
私
た
ち
の
食
糧
の
生
産
に
必
要
な
資
源
で
す
。
農

地
を
耕
作
目
的
で
売
買
・
貸
し
借
り
し
た
り
、
宅
地
や
山
林
な
ど
に
転
用
し
、
農
業

以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
と
き
は
農
地
法
に
よ
る
許
可
が
必
要
で
す
。（
申
請
書
は

農
業
委
員
会
に
設
置
し
て
い
ま
す
。）

　

農
地
を
農
地
と
し
て
「
売
買
し
た
い
」「
贈
与
し
た
い
」

ま
た
は
「
未
登
記
農
地
の
整
理
を
し
て
い
な
い
」
な
ど
の
場

合
は
農
地
法
第
3
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※
相
続
（
所
有
者
の
死
亡
）
に
よ
る
登
記
の
場
合
、
農
業
委

員
会
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
己
用
の
転
用
（
個
人
住
宅
・
植
林
・
倉
庫
等
）
の
場
合
、

農
地
法
第
4
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
転

用
を
目
的
と
し
た
売
買
・
貸
借(

一
般
住
宅
・
資
材
置
場
な
ど
）

の
場
合
、
農
地
法
第
５
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
土
地
が
農
振
農
用
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ

の
除
外
手
続
き
（
農
林
水
産
課
）
が
ま
ず
必
要
で
す
。

　

農
地
を
農
地
と
し
て
貸
借
し
た
い
人
は
、
農
用
地
利
用
集

積
事
業
に
よ
る
利
用
権
の
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
あ
な
た
の
小
作
契
約
は
、
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
正
式
の　

小
作
契
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
再
設
定
の
手
続
き
を
！

　

現
在
小
作
契
約
し
て
い
る
農
地
を
、
都
合
に
よ
り
（
売
買
・

転
用
・
耕
作
再
開
・
労
力
不
足
等
）
中
途
解
約
し
た
い
場
合
、

両
者
の
合
意
に
よ
る
解
約
書
お
よ
び
解
約
通
知
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●毎月 10 日が申請手続きの締切日です 知
っ
て
お
き
た
い
農
地
移
動
の
手
続
き

※申請前に準備してください
　１. 申請地が死亡した人の名義になっているときは、相続登記を済ませる。
　２．一筆のうちの一部を申請するときは、分筆登記を済ませる。

　

任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
選
挙
で
選
ば

れ
た
19
人
と
町
議
会
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
た
６
人
の
合
計
25

人
が
決
定
し
ま
し
た
。会
長
に
片
山
幸
弘
さ
ん
、副
会
長
に
井

川
輝
征
さ
ん
が
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
お
よ
び
担
当
地
区
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

①
担
当
地
区　

②
電
話
番
号　

③
公
選
・
選
任
（
推
薦
母
体
）

芦
北
町
農
業
委
員
会

農地の売買など農地の転用小作の解除
利用集積

（農地の貸借）

（
任
期
：
平
成
29
年
７
月
19
日
ま
で
）

＊問い合わせ先
　農業委員会事務局　☎（８２）２５１１（内線２６１）
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【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
山　

淳
子

短
歌

　
【
町
民
講
座
】

　

雑
草
の
中
に
あ
ま
た
の
紫し

そ蘇
そ
だ
ち
雨
止
み
し
間
に
草
を
と
り
や
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
芙
美
子

　

雨
あ
が
り
バ
イ
ク
の
爆
音
ひ
び
か
せ
て
若
者
ふ
た
り
夏
追
い
か
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
千
恵
美

　

梅
雨
ど
き
は
外
に
出
ぬ
ま
ま
山
々
の
色
あ
い
変
り
ゆ
く
を
眺
め
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

洋
子

　

水
前
寺
藻
の
な
か
遊
ぶ
鯉
の
群
れ
孫
よ
ろ
こ
び
て
し
ば
し
佇
た
た
ず

む　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

勝
子

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
球
根
植
え
て
八
ヶ
月
風
に
運
ば
れ
百ゆ

り合
の
香
届
く　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
田
久
美
子

　
【
田
浦
荘
短
歌
会
】　
「
施
設
模
擬
店
」

　

焼
き
立
て
の
と
う
も
ろ
こ
し
に
か
ぶ
り
つ
き
夏
の
夜
市
の
幼
な
日
の
顕た

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
浦　
　

忍

　

外
食
も
ま
ま
な
ら
ぬ
わ
れ
久
々
に
お
好
み
焼
き
を
た
ら
腹ふ
く

食
べ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下
美
智
子

　

い
っ
と
き
に
部
屋
は
模
擬
店
に
は
や
変
り
並
ぶ
品
々
み
な
美
味
し
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

照
雄　

　

お
好
み
焼
き
・
焼
と
り
・
と
う
き
び
並
ぶ
な
か
先
づ
は
お
に
ぎ
り
二
つ
に
落

　

着
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下
ハ
ツ
ミ

　

部
屋
中
に
焼
と
り
の
香か

は
漂
い
て
風
呂
上
が
り
に
吞の

む
ビ
ー
ル
一
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

安
喜

編
　
集
　
後
　
記

　

熊
本
県
消
防
操
法
大
会
で
本
町

の
機
動
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

出
場
し
た
選
手
た
ち
は
１
年
以
上

前
か
ら
体
力
づ
く
り
と
練
習
を
続

け
て
き
て
、
こ
の
結
果
に
つ
な
げ

ま
し
た
。
結
果
が
す
べ
て
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
や
は
り
結
果
も
大
事

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
全
国
大
会
で

の
勝
利
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
私
も
機
動
分
団
の
一

員
と
し
て
選
手
を
支
え
て
い
き
た

い
で
す
。
▼
と
て
も
話
題
の
多
い

夏
に
な
り
ま
し
た
。
紙
面
に
載
せ

き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
こ
の
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
も
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
で
す
。
話
題
が
多

す
ぎ
て
印
刷
予
算
が
足
り
る
か
少

し
心
配
に
な
っ
て
き
ま
し
た（
笑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
）

▼
７
月
７
日
は
七
夕
で
し
た
が
、

芦
北
町
で
は
旧
暦
の
７
月
７
日
に

近
い
、
ひ
と
月
遅
れ
の
８
月
７
日

に
笹
飾
り
を
飾
っ
た
ご
家
庭
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
皆
さ
ん
は
短
冊
に
お
願
い
事

を
書
か
れ
ま
し
た
か
？
今
月
号
で

取
材
し
た
園
児
た
ち
は
「
カ
レ
ー

屋
さ
ん
」
や
「
お
寿
司
屋
さ
ん
」

な
ど
、
将
来
な
り
た
い
職
業
を
思

い
思
い
に
書
い
て
い
て
、
と
て
も

ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
で
す
。
私
の

お
願
い
事
は
毎
年
一
緒
で
す
。「
ダ

イ
エ
ッ
ト
が
成
功
し
ま
す
よ
う

に
！
」（
笑
）　　
　
　
（
か
ま
ち
）

今
月
の
絵
手
紙

野
口　

朋
子

「
ズ
ッ
キ
ー
ニ
」

日時  ８月28日（木）

会場  しろやまスカイドーム
午後１時 開演

入場無料

戦没者追悼式
日時  ８月 28 日（木）　  午前 10 時 30 分
会場  しろやまスカイドーム

＊問い合わせ先　
　福祉課社会福祉係 ☎（８２）２５１１（内線１５１）

　
　
　
「
峠
」 陸上自衛隊　第８師団第８音楽隊演奏会

芦
北
っ
子

　
　
ス
マ
イ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

今い
ま
さ
き﨑  

樟
し
ょ
う 

く
ん　

２
歳
（
宮
崎
）

スイカ、だ〜いすき♥♥♥

掲
載
写
真
募
集
中

詳
し
く
は
広
報
あ
し
き
た
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

赤坂　仁
に の か

乃華　  ７.　 ２　　女　　  一幸　　乙千屋

分部　郁
ふ み や

也　　  ７.　 ４　　男　　  倫也　　向町

川田　大
や ま と

和　　  ７.　 ７　　男　　  昭博　　新町

吉田　泰
たい

　　　  ７. １３　　男　　  裕一　　高岡南

お 誕 生 お め で と う
H26.7.1 〜 7.31 受付分（敬称略）受付件数７件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

　町外に届け出た人で掲載を希望する場合は、役場総務課秘

　書広報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　  氏　　名　　　　死亡日　　　年齢　　　　区　

瀧井　紘一　　　　 ７.　 １　　   ７４　　  海浦１

村松　武雄　　　　 ７.　 ２　　   ９７　　  花岡北

杉村　智　　　　　 ７.　 ６　　   ８７　　  花岡西

大崎　道子　　　　 ７.　 ７　　   ８２　　  湯浦南

四十住　豊　　　　 ７.　 ８　　   ８１　　  田浦町１

宇戸　ユミ　　　　 ７. １３　　   ８５　　  花岡北

𠮷川　正美　　　　 ７. １２　　   ８８　　  大川内東

白坂　ミヨ　　　　 ７. １４　　   ８８　　  八幡

永山　安行　　　　 ７. １７　　   ８８　　  海浦１

田中　イサエ　　　 ７. １７　　   ８９　　  湯浦南

平松　ヒテ子　　　 ７. ２４　　   ９１　　  田浦１

村上　朝治　　　　 ７. ２４　　   ７４　　  湯浦南

高島　トミエ　　　 ７. ２５　　   ８５　　  白岩

一期崎　克彦　　　 ７. ２６　　   ６９　　  高岡北

中村　キミエ　　　 ７. ２８　　   ８８　　  米田

山田　トワ　　　　 ７. ２９　　   ８４　　  箙瀬

H26.7.1 〜 7.31 受付分（敬称略）受付件数 20 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

７月号の「早川　曉人」くんは「早川　暁
あ き と

人」くんの誤
りでした。お詫びして訂正します。

お詫びと訂正



 

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

○
期
間　
　
　

11
月
９
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

「
命
一
式
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
〜
日
野
原
重
明
と
星
野
富
弘
〜
」
展　

▶
「
悲
し
み
の
意
味
（
サ
フ
ラ
ン
）」
２
０
０
２
年

　
「
人
は
病
む
こ
と
や
悩
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
性

が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。」
日
野
原
重
明

　

大
病
を
患
っ
た
日
野
原
さ
ん
、
器
械
体
操
で
大

怪
我
を
し
た
富
弘
さ
ん
。
お
二
人
の
交
わ
す
言
葉

は
、
と
て
も
穏
や
か
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
す
が
、

時
々
ハ
ッ
と
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

「
い
の
ち
」
に
対
し
て
真
剣
に
向
き
合
う
お
二
人
の

姿
に
、
多
く
の
人
が
共
感
し
こ
こ
ろ
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

海
や
山
で
の
レ
ジ
ャ
ー
の
後
に
、
ま
た
、
残
暑
を

し
の
ぎ
に
ぜ
ひ
美
術
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　

〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
2015

☎
  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

26
年

８
月

18
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
２

０
１

４

８
月

　N
o.116

（
再

生
紙

使
用

）

短歌・俳句コンテスト開催

　観月会開催日に受付場所に筆
記用具と募集箱を設置しますの
で、皆さまの一首・一句をお寄
せください。優秀作品は広報あ
しきたに後日掲載し、副賞を進
呈します。

佐
敷
城
跡
会
場
ま
で
徒
歩
で
の
移
動
に
不
安
の
あ
る
人
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
十
七
回　

佐
敷
城
跡

日 時 /　9 月 9 日 ( 火 )

　　18 : 00~ 開会行事 ( 葦北鉄砲隊演武・雅楽演奏 ) 

　　18 : 30~ 開 会 式 ( 火入れ式 ) 

　　18 : 50~ 薪
たきぎのう

能 ( 狂言みのる会、喜多流喜秀会 )

　　　　　　【演目】狂言「隠
かくしだぬき

狸」、能「俊
しゅんぜいただのり

成忠度」

場 所 / 佐敷城跡二の丸広場 ( 雨天時 ... しろやまスカイドーム )
主 催 / 芦北町　　入場料 / 前売り券 ...1,500 円 　当日券 ...2,000 円 ( 中学生以下無料 )

チケット販売所 /　  生涯学習課（田浦基幹支所内）、しろやまスカイドーム
　　　　　　　　　社会教育センター、町営温泉プール
　　　　　　　　　芦北町役場商工観光課、大野出張所、吉尾出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問 合 わ せ 先】　　生涯学習課　文化振興係　☎（８７）１１７１


